
　

  

佐
賀
大
方
高
規
格
道
路

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
道

路
と
し
て
認
識
し
て
い
る
か
。

　

町
は
、
ル
ー
ト
決
定
に
地

域
住
民
の
意
見
聴
取
や
説
明

に
出
向
い
た
こ
と
は
あ
る
か
。

　

道
路
が
建
設
さ
れ
た
場

合
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ

る
津
波
災
害
の
想
定
は
如
何

な
る
も
の
か
。
更
に
町
は
、
農

地
環
境
に
与
え
る
影
響
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
優
良
農
地
を
ど
の
よ
う

な
農
地
と
考
え
、
そ
の
優
良

農
地
が
消
滅
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
を
基
本
に
問
う
。

　

国
土
交
通
省
の
地
元
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
文
面
を

見
て
も
、
例
え
ば
、
現
地
に
関

係
し
た
質
問
は
無
く
、
ル
ー

ト
や
農
地
は
ど
う
な
る
の
か

は
全
く
不
明
だ
。

　

建
設
予
定
の
道
路
は
、
通

過
交
通
用
の
道
路
で
あ
り
、

地
元
住
民
が
日
常
生
活
に
利

用
す
る
道
路
で
は
な
い
。

　

更
に
、
津
波
の
襲
来
は
確

定
的
な
の
に
、
最
も
海
に
近

い
第
Ⅰ
の
ル
ー
ト
帯
を
敢
え

て
選
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
町
長
自
身
が
「
神
社

仏
閣
、
お
墓
、
学
校
、
農
地
、
人

家
、
そ
の
他
避
け
ね
ば
な
ら

な
い
施
設
が
沢
山
あ
る
」
と

発
言
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
ル
ー
ト
帯
の
中
に
、

一
例
と
し
て
、
葉
タ
バ
コ
生

産
農
家
が
集
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
農
地
で
生
産
さ
れ
た
も

の
は
、
等
級
で
は
最
高
位
の

品
質
と
認
め
ら
れ
、
当
然
取

引
価
格
に
も
反
映
さ
れ
、
四

国
で
も
他
を
圧
倒
す
る
最
高

の
優
良
農
地
と
さ
れ
る
の

で
、
第
２
の
ル
ー
ト
帯
へ
変

更
し
、
こ
の
農
地
は
守
る
べ

き
財
産
で
は
な
い
か
。

　

今
年
に
な
っ
て
か
ら
南
海

ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
津
波
災

害
の
想
定
は
撤
回
す
べ
き
と

研
究
者
が
言
明
し
た
。
こ
れ

は
、
ト
ラ
フ
自
体
が
上
に
跳

ね
返
っ
て
、
そ
れ
に
よ
る
津

波
の
波
高
、
強
さ
が
よ
り
増

幅
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た

た
め
発
表
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
入

野
地
区
４
ヵ
所
の
避
難
タ

ワ
ー
に
逃
れ
た
人
は
無
事
と

保
証
で
き
る
か
。
ま
た
、
ル
ー

ト
付
近
の
農
地
に
及
ぼ
す
環

境
変
化
は
ど
う
な
る
の
か
。

町
民
と
通
行
車
の
た
め
に

は
、
構
造
令
に
最
も
沿
う
第

２
の
ル
ー
ト
帯
を
要
望
す
べ

き
だ
。　

　

と
も
あ
れ
、
執
行
部
の
答

弁
に
は
違
和
感
を
覚
え
る
。

ま
る
で
国
土
交
通
省
の
説
明

か
と
錯
覚
す
る
。
黒
潮
町
の

町
長
の
立
場
で
の
考
え
を
問

い
た
い
。

　

  

大
西 

町
長

　

ル
ー
ト
の
妥
当
性
に
つ
い

て
は
、
第
３
と
し
て
国
道
56

号
、
現
道
改
良
の
ル
ー
ト
。
第

２
に
区
間
延
長
を
極
力
短
く

し
た
ル
ー
ト
。
そ
し
て
、
事
業

化
と
な
っ
た
第
１
の
市
街

地
、
集
落
と
の
連
絡
性
を
優

先

す

る

ル

ー

ト
。
こ

の

３

ル
ー
ト
で
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
聞
き
取
り
項
目
な
ど
か
ら

決
定
さ
れ
た
。

　

工
法
も
こ
の
区
間
は
急
峻

な
山
が
多
く
、
ト
ン
ネ
ル
や

山
切
り
で
出
る
残
土
を
盛
り

土
と
し
て
活
用
し
事
業
費
を

で
き
る
だ
け
抑
え
て
い
く
工

法
と
認
識
し
て
お
り
、
ル
ー

ト
、
工
法
は
妥
当
と
考
え
る
。

　

法
線
の
決
定
に
は
、
ま
ず

費
用
と
便
益
を
ま
ず
判
断
す

る
と
い
う
こ
と
が
第
一
。
そ

の
後
、
実
際
の
法
線
を
引
く

と
き
に
、
構
造
令
に
基
づ
い

た
法
線
を
引
く
。
そ
の
法
線

上
に
は
避
け
る
べ
き
も
の
が

な
い
ほ
う
が
望
ま
し
い
。

　

高
規
格
道
路
整
備
に
伴
う

優
良
農
地
の
減
少
は
４
地
区

の
圃
場
整
備
地
が
約
７
．
７

ha

減
少
す
る
と
推
測
す
る
。

ま
た
、
耕
作
者
の
収
入
の
減

少
や
、
そ
れ
に
伴
う
離
農
、
耕

作
意
欲
の
減
少
に
も
つ
な
が

り
か
ね
ず
、
本
町
農
業
の
衰

退
等
に
よ
る
産
業
規
模
が
縮

小
す
る
こ
と
な
ど
、
少
な
か

ら
ぬ
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

事
業
は
、
国
の
直
轄
事
業

な
の
で
法
的
手
続
き
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
法

線
が
変
わ
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。

　

ま
た
、
地
元
住
民
へ
の
説

明
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
事
業

化
に
な
っ
た
ば
か
り
で
あ

り
、
国
の
詳
細
設
計
が
出
来

れ
ば
全
体
の
説
明
会
を
行

い
、
関
係
者
の
所
へ
交
渉
に

伺
う
と
い
う
手
順
で
一
つ
一

つ
解
決
を
し
て
い
き
、
工
事

に
入
る
こ
と
に
な
る
と
考
え

る
。

早咲農地保全会の管理する農地

小永　正裕 議員
おなが まさひろ

貴
重
な
地
場
産
業
を
守
れ

　
　

代
替
農
地
な
ど
を
探
す

高規格道路問
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